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川崎市市制100周年記念事業実施計画

川崎市市制100周年記念事業実施計画

「Colors, Future! Actions プラン」

・令和５年３月策定予定、実行委員会策定

・これまで策定した「川崎市市制100周年記念事業の基本的な考
え方」と「Colors, Future! Actions ガイド（川崎市市制100周年記
念事業基本計画）」を踏まえ、記念事業を進めるにあたっての各種
計画や実施される事業などをまとめたもの
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構成

【目次】
１ 計画の概要

２ 事業推進計画

３ 広報計画

４ 資金計画

５ 実施体制等

【別紙】 事業一覧

【参考資料】 アイデアの種

【形式・デザイン】

・行政計画のような「縦型資料」ではなく、これまでの
検討資料の素材を活かし、スクリーンを用いた説明に
適した「横型資料」で作成

・実行委員会参画団体や市民の皆さまなどに、読み
やすく、読みたいと思ってもらえるかという視点による
フォントの使用及びデザインで作成
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策定経過と今後のスケジュール

10月 11月 12月 1月 2月 3月

総会

幹事会

共同事務局

●第１回

（実施計画方向性の承認）

主な検討事項

・「Colors, Future! 
Actions」の活動体制・進
め方の検討

・広報計画素案の検討

・協賛金計画骨子検討

・パートナー制度骨子検討

→各項目を取りまとめた実
施計画案（骨子）の策定

●第２回

（実施計画案の

骨子の承認）

●第２回総会

（実施計画（案）

の承認→策定）

主な検討事項等

・事業推進計画（素案）策定

・広報計画計画（素案）策定

・資金計画（素案）策定

→基本的な考え方、基本計画を踏
まえ、検討した上記３計画を取りまと
めた実施計画（素案）の策定

→実行委員会参画団体を中心に実
施計画（素案）への意見募集を行
い、実施計画（案）の策定

●第３回

（実施計画

（案）の承認）

・第１回幹事会で方向性を承認し、その後、共同事務局で各項目の検討

・第２回幹事会で実施計画案の骨子を承認、本日の第３回幹事会で実施計画案の承認
を経て、総会（３月２４日開催）の承認をもって策定

①
② ③

④

⑤



4

意見募集の実施

川崎市市制100周年記念事業実施計画「Colors, Future! Actions プラン」素案へ
の意見募集を実行委員会ホームページで実施

１ 意見募集期間
令和５年２月９日（木）～１８日（土）【１０日間】

２ 意見提出方法
フォーム、電子メール、郵送、ファクス、持参（意見の様式は自由）

３ 周知方法
・実行委員会参画団体あて意見募集実施の連絡（2/9）
・Twitterの市シティプロモーション推進室公式アカウントで周知（2/17）

４ 意見数
２通４件

→御意見４件は、趣旨が素案に沿ったものであることから、案への追記はしないが、
御意見を踏まえて取組を推進
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意見募集の実施

５ 意見の内容と実行委員会の考え方

No 項目 意見内容 実行委員会の考え方

１ ３ 広報計画 ブランドメッセージのコンセプトを知ってもらうに

あたって、伝わることが大切である。正しく理解

していただけるように、横文字ばかりではなく多

くの方の目に触れて、伝わって、知ってもらう

「日本語版」での広報・周知も必要である。

今後、ＰＲ広報紙やニュースレターなどを発行していくこと

で多くの方の目に触れて、伝わって、知ってもらう広報を

行っていくほか、作成する広報物等についても、分かりや

すく伝わるようデザインや記載内容を工夫していきます。

２ ３ 広報計画 「100周年」を知っていただくために、ペナントや

三角旗などについて作成し周知することで、各

種イベントや広報などで多くの方に参加協力

を得ていく必要がある。

現在、実行委員会参画団体の皆さまに100周年ＰＲポ

スターの掲出のご協力をいただいていますが、今後、広

報計画に基づき作成する各種広報物についても、多く

の方にご協力いただきながら皆さまに「100周年」を知って

いただく広報を進めていきます。

３ ４ 資金計画 ふるさと納税をされている方からクラウドファン

ディングにつながる可能性があるのではないか。

事業の趣旨や取組に賛同する市内外の多くの方から幅

広く応援を募るために、川崎市のふるさと納税ページに

おける100周年の周知や寄附金の使いみちとしての項目

追加について検討を進めていきます。

４ 【参考資料】

アイデアの種

「アイデアの種」を、今後どのように活用していく

かが分かりにくい。「アイデアの種」が実現できる

よう、うまく活用してもらいたい。

実行委員会参画団体は、どのように動けばよ

いか、何を行えばよいか、迷っていることもある

と思うため、実行委員会の皆さんが取組を検

討しやすくなるよう進めてもらいたい。

提出いただいた「アイデアの種」は、実行委員会主催事

業の検討の参考にするとともに、情報を共有することで、

お互いを知ってもらい、新たなつながりや新しいActionを

検討するきっかけの一つにしていきます。また、今後、事

業アイデアの創出を図るセミナーや、交流イベントを開催

するなど、参画団体の皆さまが取組を検討しやすくなる

よう、共創に向けた支援を行ってまいります。
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実施計画（素案）からの主な変更点

「２ 事業推進計画」
・P２３ 実行委員会主催のプロジェクトの実施
・P２４ 市民、企業、団体等の機運醸成 １
・P２６ 広報等の実施

→令和５、６年度の各事業の想定事業費を追記

実施計画（素案）（２月９日実行委員会参画団体あて送付）から、共同事務局で検
討を行い、主に次の箇所を変更して、実施計画（案）を策定

【参考資料】 アイデアの種

→実行委員会参画団体から提出いただいたアイデアの種シートを掲載

「資金計画」
・P４４ （１）実行委員会予算について

→令和５、６年度の実行委員会予算の想定事業費を収支別に追記


